
昨
年

月

日
に
Ｊ
Ｔ
（
日
本
た
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30

ば
こ
産
業
株
式
会
社
）
と
町
の
間
で

調
印
さ
れ
た
森
林
保
全
協
定
に
よ
る

森
林
環
境
保
全
整
備
事
業
が
本
格
的

に
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
整
備
が
必
要
な
町

有
林
３
５
０

に
つ
い
て
、
同
社
の

ha

資
金
協
力
に
よ
り
、
今
後

年
間
か

10

け
て
整
備
を
行
っ
て
い
く
も
の
で
、

今
年
度
は
、
美
国
川
流
域
エ
リ
ア
内

の
更
新
伐
６
．
３

人
工
林
除
間
伐

ha

を
実
施
し
ま
す
。

10
haま

た
、
長
年
手
入
れ
が
さ
れ
て
い

な
い
天
然
林
の
施
業
に
関
し
て
は
、

森
が
豊
か
さ
を
取
り
戻
し
、「
海
を
育

む
水
源
の
森
づ
く
り
」
を
効
果
的
に

行
う
た
め
、
森
に
生
息
す
る
昆
虫
や

動
植
物
な
ど
の
、
生
態
系
に
つ
い
て

の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

第
１
回
森
林
保
全
活
動
開

第
１
回
森
林
保
全
活
動
開
催催

全
国
各
地
の
「
Ｊ
Ｔ
の
森
」
で
は
、

Ｊ
Ｔ
社
員
や
そ
の
家
族
と
所
在
地
住

民
と
の
交
流
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ

て
お
り
、
積
丹
町
に
お
い
て
も
、
６

月
４
日
（
土
）、
美
国
川
流
域
エ
リ
ア

に
お
い
て
、
Ｊ
Ｔ
社
員
と
そ
の
家
族
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
共
に
参
加
す
る
第

１
回
目
の
森
林
保
全
活
動
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

記
念
す
べ
き
第
１
回
目
と
な
る
今

回
の
活
動
で
は
、
カ
ラ
マ
ツ
や
シ
ラ

カ
バ
の
新
緑
が
映
え
る
森
林
の
中
で
、

震
災
復
興
支
援
伐
採
跡
地
（
コ
ラ
ム

参
照
）
へ
の
ト
ド
マ
ツ
の
植
樹
や
、

森
を
学
ぶ
森
の
課
外
授
業
、
Ｊ
Ｔ
の

森
の
散
策
、
枝
打
ち
体
験
、
丸
太
伐

り
体
験
な
ど
の
体
験
学
習
が
行
わ
れ

ま
す
。

こ
う
し
た
保
全
活
動
は
、
今
後
も

森
林
整
備
の
様
々
な
体
験
や
、
動
植

物
の
調
査
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
行

わ
れ
て
い
く
予
定
で
す
。

町
の
誇
り
で
あ
る
偐
積
丹
ブ
ル
ー

做
に
象
徴
さ
れ
る
豊
か
な
海
は
、
川
、

そ
し
て
森
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
が
有
機
的
に
連
携
し
て
積
丹

町
が
よ
り
元
気
に
な
っ
て
い
く
よ
う
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

2

～～

海
を
育
む
水
源
の
森
に

～

海
を
育
む
水
源
の
森
に

～～

「
Ｊ
Ｔ
の
森

積
丹

「
Ｊ
Ｔ
の
森

積
丹
」」

森
林
保
全
整
備
に
着
手

森
林
保
全
整
備
に
着
手

震
災
被
災
地
復
興
の
礎
に

～「
Ｊ
Ｔ
の
森
積
丹
」カ
ラ
マ
ツ
杭
丸
太
が
被
災
地
に
向
け
出
発
～

町
は
「
Ｊ
Ｔ
の
森
積
丹
」
美
国
川
流
域
エ
リ
ア
の
森
林
整
備
に
よ
り

産
出
さ
れ
る
町
有
林
材
を
活
用
し
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
被
災

地
で
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
仮
設
住
宅
用
資
材
（
杭
丸
太
）
を
、
い

ち
早
く
市
場
へ
投
入
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
道
や
Ｊ
Ｔ
の
協
力
の
も
と
、

森
林
整
備
（
更
新
伐
）
を
前
倒
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

去
る
４
月

日
に
は
、
杭
丸
太
の
原
木
と
な
る
カ
ラ
マ
ツ
を
搬
出
す

27

る
出
発
式
が
行
わ
れ
、
被
災
地
復
興
の
願
い
を
込
め
、
町
長
や
出
席
者

か
ら
の
温
か
い
拍
手
で
送
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
送
ら
れ
た
カ
ラ
マ
ツ
は

約
２
，
０
０
０
本
の
杭
丸
太
に
加
工
さ
れ
、
約

戸
分
の
仮
設
住
宅
の

80

基
礎
と
し
て
、
被
災
地
宮
城
県
に
届
け
ら
れ
る
ほ
か
、
伐
採
木
の
販
売

収
入
の
一
部
は
被
災
地
へ
の
義
援
金
と
し
て
送
ら
れ
ま
す
。

コ
ラ
ム
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新しい教育内容で・・・

社会科副読本の全面改訂・
外国語指導助手配置

―町教育委員会の取り組み―

小・中学校の外国語

教育や国際理解教育を

進めるため、５月から

外国語指導助手を初め

て配置しました。

５月から町内の各小

学校・中学校で外国語

指導助手として勤務し

ているルーカス・ケレ

ハーさんは、ワシント

ン大学在学中に日本語、

日本の歴史・文化や社会を研究し、日本文化に興味を持った

ことがきっかけとなり、この度、外国語指導助手として、積

丹町に来られました。ルーカスさんは『積丹町はおだやかな

雰囲気が、とても気に入っています。学校で授業をすること

や日本語を勉強することが楽しいです。』と話していました。

ルーカスさんは、外国語学習のサポート役として小・中学

校で授業を行うほか、生涯学習の事業など、さまざまな場面

で活躍します。

外国語を実際に耳で聞き、話すことによって、これからの

国際化社会で生きる子どもたちの成長に役立つことを期待し

ます。

社
会
科
副
読
本

「
積
丹
の
町
」
が
新
し
く

小
学
３
・
４
年
生
の
社
会
科
で
は
、
教
科
書
と
併
せ
て
副
読

本
を
利
用
し
、
自
分
た
ち
が
生
活
す
る
町
に
つ
い
て
学
習
を
進

め
て
い
ま
す
。

新
し
く
な
っ
た
副
読
本
「
積
丹
の
町
」
で
は
、
町
の
特
色
や

産
業
、
歴
史
な
ど
、
詳
し
く
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
文
字
の
大
き
さ
に
配
慮
し
、
写
真
を
多
く
用
い
る
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
学
べ
る
よ
う
工
夫
が
さ
れ
て
お
り
、

副
読
本
を
通
じ
て
、
我
が
町
を
も
っ
と
知
り
、
郷
土
を
愛
し
、

こ
の
地
に
住
ん
で
い
る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

学
習
指
導
要
領
ポ
イ
ン
ト

◆

授
業
内
容
が
充
実

子
ど
も
た
ち
の
社
会
性
や
豊
か

な
人
間
性
を
育
む
た
め
、
言
語
教

育
、
理
数
教
育
、
伝
統
や
文
化
に

関
す
る
教
育
、
道
徳
教
育
、
体
験

活
動
の
ほ
か
、
外
国
語
教
育
な
ど
、

学
校
で
学
ぶ
内
容
が
充
実
し
ま
す
。

◆

授
業
時
間
の
増
加

授
業
時
間
が
１
・
２
年
生
で
週

２
時
間
、
３
～
６
年
生
で
週
１
時

間
増
加
し
、
国
語
・
社
会
・
算
数

・
理
科
・
体
育
の
授
業
時
間
が
６

年
間
で
約
１
割
増
加
し
ま
す
。

◆

学
力
の
重
要
な
要
素
を
育
成

基
礎
的
な
知
識
・
技
能
を
し
っ

か
り
身
に
付
け
、
自
ら
考
え
、
判

断
し
、
表
現
す
る
力
を
育
み
、
学

習
に
取
り
組
む
意
欲
を
養
い
ま
す
。

小学校では、４月からすべての教科書等で新しい学習指導要領による教育が始まりました。

町教育委員会では、新しい学習指導要領の理念「生きる力を育む」のもと、子どもたちが学ぶ楽しさを実感

し、主体的に学び続ける意欲や態度を身につけることができるよう、さまざまな取り組み行っていきます。

外国語指導助手

～小・中学校へ～

▲ルーカス ケレハー（27歳▲ルーカス ケレハー（27歳））
アメリカワシントン州シアトル 出アメリカワシントン州シアトル 出身身




